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第６４回宮崎県学校体育研究発表大会 

高 等 学 校 部 会 

１ 研 究 主 題 生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するとともに、継続するための資質・能力を育む保健体育科学習 
～生徒一人一人の思考力、判断力、表現力等を養う授業の創造と展開～ 
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会場：県立福島高等学校（午後：串間市民文化会館） 

① 教科研究調査発表 

内   容 発 表 者 

教科研究委員会の研究計画（令和５～７年）について 
教 科 研 究 委 員 長 

教 諭  德 峰 敬 祐 

② 研究発表Ⅰ 

内   容 発 表 者 

全寮制中等教育学校における健康管理・体力向上について 

～ウェアラブル端末を用いた保健体育～ 

県 立 五 ヶ 瀬 中 等 教 育 学 校 

教 諭  増 田 浩 樹 

③ 授業発表 

 学年 単   元 発 表 者 

Ⅰ 

（つながり） 
第３学年 

球 技 

（ネット型：バレーボール） 

県 立 福 島 高 等 学 校 

教 諭  松 﨑 勇 人 

Ⅱ 

（地区） 
第２学年 

球 技 

（ネット型：バドミントン） 

県 立 福 島 高 等 学 校 

教 諭  星 原 貴 浩 

④ ワークショップ型授業研究 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 ○日 本 女 子 体 育 大 学   教  授   高 橋 修 一 

司 会 者 ○県 立 小 林 高 等 学 校   教  諭   福 元 哲 也 

コーディネーター 
○県 立 日 向 工 業 高 等 学 校   教  諭   德 峰 敬 祐 

○県 立 日 南 振 徳 高 等 学 校   教  諭   髙 野 茂 嘉 

記 録 者 
○県 立 日 南 振 徳 高 等 学 校   教  諭   成 合 重 登 

○県 立 日 南 高 等 学 校   教  諭   中 須 遼 平 

⑤ 研究発表Ⅱ 

 研 究 発 表 題 目 発 表 者 

１ 
【県北支部】 

スキルチェックシートを活用した授業実践と今後の課題  

県 立 延 岡 星 雲 高 等 学 校 

教 諭  角 田   太 

２ 
【西都・児湯支部】 

水泳（クロール）における指導の在り方 

県 立 高 鍋 農 業 高 等 学 校 

講 師  黒 木 千 種 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 ○宮崎県教育庁スポーツ振興課  指導主事   堀 口 直 樹 

司 会 者 ○日 南 学 園 高 等 学 校  教  諭   清 水 美 行 

記 録 者 
○日 向 学 院 高 等 学 校  教  諭   小 川 隆 三 

○都 城 東 高 等 学 校  教  諭   石 窪 真 一 
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研究の変容と研究の成果 

授業発表Ⅰ(つながりのある研究)【ネット型球技：バレーボール】 

宮崎県立福島高等学校 教諭 松﨑 勇人 

ア 事前研からの変化 

（１） 事前研の反省点 

事前研では、２つの反省点が上げられた。今後の思考ツールの展開としてフィッ
シュボーンを個人技能の可視化として活用した後の授業展開、ICT 活用方法が見ら
れず、今後どのように活用するか。 
 

（２） 事前研からの改善 

ア 思考ツール活用について 

(ア)フィッシュボーンと個人技能について 
本研究では、技能のポイント、技術の練習法などを生徒自身に考えさせる授業を

行った。フィッシュボーン(思考ツール)を使ったことのない生徒が多かった為、1 時
間目のオリエンテーションにおいて、フィッシュボーンの使い方の説明を行った。    

次に、２～６時間目にかけて個人技能のポイントを確認させるためにフィッシュ
ボーンを使用し、自分が苦手とするバレーボールの技能を分析させ、技能向上を図
った。 
 

(イ)イメージマップ＋コンセプトマップとチーム技能について 
フィッシュボーンで個人技能をまとめた後に、７～１２時間目で、イメージマッ

プ＋コンセプトマップを使用し、チームで３段攻撃の分析を行った。個人技能から
チーム技能に移行する手段として、授業をスムーズに展開することができた。 

 
イ ICT の活用方法 

Google クラスルームを活用した体育カードを提出させ、反省をチームごとに振り
分け iPad に送信することで前回の反省を踏まえて、思考ツールの作成に取り組むこ
とが出来ていた。また keynote を使用し、各技能の練習方法を動画でまとめ配布し
た。 
keynote に保存した動画を見て、生徒が練習を選択（保健体育科職員が作成） 
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イ 点に る な成果 

(1) 、 な思考ツールの活用が出来ていたか 
思考ツールの活用は、 体育における思考 、 、 の育成に  
で る。思考ツールを活用することで、生徒はより に思考し、 体 に 、 

に取り組むことができるようになった。 
自 の の分析 がし す なり、自 の考えの可視化することができ、  

、技能の などの が った。 
思考ツールを使うことで、生徒が に自 の能 を めようと 習に でい 
た。 

前 ではチーム技能を分析するために、思考ツールを使った授業に取り組 。 
後 の ーム の授業では、生徒から 思考ツール使 ない ですか など、 

間との な授業を める な が上がった。 
 

( ) 、 な ICT の活用が出来ていたか 
Google クラスルームを活用した体育カードを提出させ、反省をチームごとに振り 
分け iPad に送信することで前回の反省を踏まえて、思考ツールの作成に取り組む 
ことが出来ていた。 
体育カードを google クラスルームで提出させることで、思考ツールを活用しなが 
ら 動時間 動 の確 に つながった。 
keynote を活用することで生徒個人、チームの に った練習方法を し、技 
能を めることが出来た。 

   人 の ではなかったので、個人の振り り(動画 )などが出来なかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

授業発表 ( の研究)【ネット型球技：バ ト 】 

宮崎県立福島高等学校 教諭   

ア 事前研 からの変化 

 事前研 後からの研究授業 の取り組 として３つのことを した。 
１  の視点 C を明  

本授業では目 が技能で り、どの の が C に たる なのかを 体
に し、 について 習の でスクリーンに しながら、可視化することで

イメージを生徒に たせることを した。 
２  動画の活用 

ICT 活用としてフ ーメーション 、 について動画を見
せながら 説した。また、 動画を Google Cla oo に事前配信し、反 習と
して活用した。事前に ること 動画を使用して か 説明することで、攻撃時、

時のフ ーメーションについて生徒の を めることができた。 
３  オー ン アップの  

オー ン アップ時に ボール テ スボールを使用したフット ークを事前
研では１ １で行ったが、 ルスの動きに がるように、 ア のフット ーク
をとりいれた。 いている 間に げること の使い方について を めるこ
とができた。 
 

イ 点に る な成果 

 今回の研究では １ ～ ３ の３点を 研究の として めたとこ で る。 
１  図の活用について 

図の活用では、 技能 と に向かう 、人間 と 技 
能 と 体 に 習に取り組む を 図 にずらすことを として取り組 。 

したことが授業間 を けて することで まった まった で 
することを目 とした ので る。 に３時間目に したことを 時間目、 時 

間目に したことを 1 時間目に した。ど らの に して まり、 まり  
が見られ、 成の ではフライト フ ーメーションについて 体 な を げな 
がら し い いを行う が多 見られるようになってきた。 技能の  
まりで、思考 の さに れることができ、 の向上に た 
す は きいと考える。 
 

                                                                                                                             
２ C の生徒 の手 てについて 

C の生徒 の手 てとして、 の 、 ア ルス の が と 
た。シ トル ラ ットを思い りに 作できない生徒に してフ ーメーション 

を させるには用 の を行いながら、シ トルの 間時間を 図 に して  

— 57 —

授業発表 ( の研究)【ネット型球技：バ ト 】 

宮崎県立福島高等学校 教諭   

ア 事前研 からの変化 

 事前研 後からの研究授業 の取り組 として３つのことを した。 
１  の視点 C を明  

本授業では目 が技能で り、どの の が C に たる なのかを 体
に し、 について 習の でスクリーンに しながら、可視化することで

イメージを生徒に たせることを した。 
２  動画の活用 

ICT 活用としてフ ーメーション 、 について動画を見
せながら 説した。また、 動画を Google Cla oo に事前配信し、反 習と
して活用した。事前に ること 動画を使用して か 説明することで、攻撃時、

時のフ ーメーションについて生徒の を めることができた。 
３  オー ン アップの  

オー ン アップ時に ボール テ スボールを使用したフット ークを事前
研では１ １で行ったが、 ルスの動きに がるように、 ア のフット ーク
をとりいれた。 いている 間に げること の使い方について を めるこ
とができた。 
 

イ 点に る な成果 

 今回の研究では １ ～ ３ の３点を 研究の として めたとこ で る。 
１  図の活用について 

図の活用では、 技能 と に向かう 、人間 と 技 
能 と 体 に 習に取り組む を 図 にずらすことを として取り組 。 

したことが授業間 を けて することで まった まった で 
することを目 とした ので る。 に３時間目に したことを 時間目、 時 

間目に したことを 1 時間目に した。ど らの に して まり、 まり  
が見られ、 成の ではフライト フ ーメーションについて 体 な を げな 
がら し い いを行う が多 見られるようになってきた。 技能の  
まりで、思考 の さに れることができ、 の向上に た 
す は きいと考える。 
 

                                                                                                                             
２ C の生徒 の手 てについて 

C の生徒 の手 てとして、 の 、 ア ルス の が と 
た。シ トル ラ ットを思い りに 作できない生徒に してフ ーメーション 

を させるには用 の を行いながら、シ トルの 間時間を 図 に して  



— 57 —

授業発表 ( の研究)【ネット型球技：バ ト 】 

宮崎県立福島高等学校 教諭   

ア 事前研 からの変化 

 事前研 後からの研究授業 の取り組 として３つのことを した。 
１  の視点 C を明  

本授業では目 が技能で り、どの の が C に たる なのかを 体
に し、 について 習の でスクリーンに しながら、可視化することで

イメージを生徒に たせることを した。 
２  動画の活用 

ICT 活用としてフ ーメーション 、 について動画を見
せながら 説した。また、 動画を Google Cla oo に事前配信し、反 習と
して活用した。事前に ること 動画を使用して か 説明することで、攻撃時、

時のフ ーメーションについて生徒の を めることができた。 
３  オー ン アップの  

オー ン アップ時に ボール テ スボールを使用したフット ークを事前
研では１ １で行ったが、 ルスの動きに がるように、 ア のフット ーク
をとりいれた。 いている 間に げること の使い方について を めるこ
とができた。 
 

イ 点に る な成果 

 今回の研究では １ ～ ３ の３点を 研究の として めたとこ で る。 
１  図の活用について 

図の活用では、 技能 と に向かう 、人間 と 技 
能 と 体 に 習に取り組む を 図 にずらすことを として取り組 。 

したことが授業間 を けて することで まった まった で 
することを目 とした ので る。 に３時間目に したことを 時間目、 時 

間目に したことを 1 時間目に した。ど らの に して まり、 まり  
が見られ、 成の ではフライト フ ーメーションについて 体 な を げな 
がら し い いを行う が多 見られるようになってきた。 技能の  
まりで、思考 の さに れることができ、 の向上に た 
す は きいと考える。 
 

                                                                                                                             
２ C の生徒 の手 てについて 

C の生徒 の手 てとして、 の 、 ア ルス の が と 
た。シ トル ラ ットを思い りに 作できない生徒に してフ ーメーション 

を させるには用 の を行いながら、シ トルの 間時間を 図 に して  



— 58 —

ることで の まり 技能の まりを せることができた。また、 ルスにおけ 
る アでは の生徒が C に してアドバイス を行うことで、 に 

する の向上が見られ、リトルティーチ ーが C 生徒 の手 てとしての な 
を たして れると考える。 

 
３ 技術向上のための ICT 活用について 

本授業では ICT の活用として、Google Cla oo を ースに 習を めた。 とし 
ては 習カードの と提出、 思考ツール の と提出、 動画の配信 反 

習 を に めた。 習カード、 の提出については、これまでの ース 
での点 作業がな なり、 コン上で点 を行うことが出来るため、 事の作業 

が 段に上がり、スムーズな 事が出来るようになった。また、動画の配信では事前 
に行う を生徒が めに 習することが可能になり、授業の の が なって 
きたように る。今回は の ICT を活用しながら 習を めてきたが、今後は イ 

ート a oa d 活用できるように ICT 活用能 を めていきたい。 
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高等学校部会 ワークショップ型授業研究会について 

R5.10.27 
１ 日程 １３：１０～１５：００（１１０分） 

時 間 内 容 担 当 

13:10～ (02 分) 指導助言者紹介 進 行 
13:12～ (03 分) 授業者振り返り（３分×１名） 

［つながり］ 県立福島高等学校 松﨑 勇人 教諭 授業者 

13:15～ (05 分) ワークショップ型授業研究会Ⅰ＜説明＞ 
コーディネーター 
德峰先生 13:20～ (35 分) 授業研究会Ⅰ（つながり） 

グループ内で深める(20 分) ⇒ 全体で広める(15 分) 
13:55～ (10 分) （ 休 憩 ） 
14:05～ (03 分) 授業者振り返り（３分×１名） 

［支部研究］ 県立福島高等学校 星原 貴浩 教諭 
授業者 

14:08～ (02 分) ワークショップ型授業研究会Ⅱ＜説明＞ コーディネーター 
髙野先生 14:10～ (35 分) 授業研究会Ⅱ（地区研究） 

グループ内で深める(20 分) ⇒ 全体で広める(15 分) 
14:45～ 
～15:00 

(15 分) 指導講評 

 日本女子体育大学 高橋 修一 教授 指導助言者 

 
２ 授業参観の視点 

つながり 
（バレーボール） 

１ 系統性を踏まえた指導内容の一層の充実、指導と評価の一体化 

 ○ 学習内容系統表及び学習内容相関図の作成は適切で効果的な活用がな
されていたか。 

２ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 

 ○ 授業の目標を達成するために、効率的で効果的な思考ツールを活用でき
ていたか。 

３ 共生の視点に立った指導内容の充実 

 ○ 学習の場やルール、教具の工夫がなされていたか 
地区研究 

（バドミントン） 
１ 指導と評価の一体化 

○ 単元計画構造図に示した指導と評価の時期が適切で効果的な活用がなさ
れていたか。 

２ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 
○ 技能の向上を達成するために、効果的に ICT 機器を活用する時期の設定

がなされていたか。 
 
３ ワークショップの進め方 

  ⑴ 各グループを 6 名程度で編成する。 
  ⑵ 参加者は公開授業を振り返り、「コンセプトマップ」の項目に沿って意見を記入する。 
  ⑶ 「授業参観の視点」についての意見を付箋に書き、思考ツールを活用してまとめる。 

（※記入の際には、主観を避け、事実を客観的に表現すること） 
■青色の付箋･･･『良かった点』（生徒・教師） 
■赤色の付箋･･･『改 善 点』（生徒・教師） 
■黄色の付箋･･･『質問したい点』『疑問点』 
■緑色の付箋･･･『建設的・発展的な意見』 
 ※教科研究委員は担当グループを回りながら思考ツールの活用をサポートする。 ｋ 

  ⑷ 発表時間は 3 分程度とし、発表は各班１名ずつローテーションで行う。その際、発表者以外の
班員は別の班の発表を聞きに行く。 
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授業研究会の記録 
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